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新マイコン独立化セット ソフトウェア説明書 

〒463‐0067 名古屋市守山区守山２－８－１４ 

パレス守山３０５ 

有限会社中日電工 

℡052‐791‐6254 Fax052‐791‐1391 

E‐mail ｔｈｉｓｉｄａ＠ａｌｌｅｓ．ｏｒ．ｊｐ 

組立が終ったら先に「新マイコン独立化セット取扱説明書」を読んでください。 

そのあとで本書をお読みください。 
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新マイコン独立化システムで追加されたＺＢ３ＢＡＳＩＣのコマンド、命令 

 

［注記１］独立化システムで追加されたものも含みます 

［注記２］ＺＢ３ＢＡＳＩＣが起動してからのＢＡＳＩＣの機能については、倍精度演算機能が働かないこととＳＤカード関係

のコマンドが使えることを除いては従来のＺＢ３ＢＡＳＩＣと同じですが、画面表示に関する機能（ページＵＰ、ページＤＯ

ＷＮなど）が働かないことなどの相違があります。 

 

Ⅰ．システム切換コマンド、システム終了コマンド 

 

［参考］ 

「ＲＯＭ／ＲＡＭ／ＲＴＣボードの製作」［第３３回］ 

［総合第１１８回］～［総合第１２０回］ 

 

１）ＳＡ０ 

 

 ＵＳＢ接続型で起動したあと、初めて独立型に切り換えるときに使います。 

 ＵＳＢ接続型のときに 

 ＳＡ０［Ｅｎｔｅｒ］ 

 と入力するとＮＤ８０Ｚモードになって７セグメントＬＥＤがオール０になりますが、そこで５×５キーで［Ｉ／Ｏ］［８］と入力

すると独立型システムのＺＢ３ＢＡＳＩＣが起動します。 

 

［注記］ＳＤカード自体が内部でハングアップすることが原因で[I/O][8]とキー操作したときにシステムがフリーズしてし

まうことがあります。 

 その場合の対処法については 「新マイコン独立化セット取扱説明書」Ⅵ．ＳＤカードアクセスでのハングアップについ

て を参照してください。 

 

２）ＳＡ１ 

 

 ＳＡ０コマンドで一度ＵＳＢ型システムから独立型システムに行ったあと、ＵＳＢコマンドでＵＳＢ接続型に戻って、その

後でまた独立型システムに行く場合には（２度目以降の場合には）ＳＡ０ではなくて、ＳＡ１を実行します。 

 ＵＳＢ接続型システムで 

 ＳＡ１［Ｅｎｔｅｒ］ 

を実行すると独立型のＺＢ３ＢＡＳＩＣに戻ります。 

 

３）ＵＳＢ 

 

 ＳＡ０またはＳＡ１で独立型システムに移ったあと、 

 ＵＳＢ［Ｅｎｔｅｒ］ 

と入力すると、ＵＳＢ接続型システムに戻ります。 

 

４）ＭＯＮ 

 

 独立型システムでＺＢ３ＢＡＳＩＣを終了してＮＤＥ８０Ｚモニタに戻るときに使います。 

 このコマンドを実行すると現在記録中のログファイルがクローズされます。 

 

Ⅱ．ＳＤカードに関係するコマンド 

 

［参考］ＳＤカードにセーブするときのファイル名のルール 

 

 ファイル名の長さは８桁以内＋拡張子３桁以内に限られます。 

 拡張子は必須ではありません。 

 使える文字は半角英数記号で半角カナもエラーにはなりませんが、ＤＩＲコマンドで正しく表示されないので使わない

ようにしてください。 

 記号としては＋／＊？なども使用可能ですがＣＰ／ＭやＭＳＤＯＳ、Ｗｉｎｄｏｗｓとの互換性を維持するためにはそれら

の記号は使うべきではありません。 

 一般にファイル名として使っても支障のない記号としては－か＿ぐらいにしておくのが無難です。 
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１）ＦＯＲＭＡＴ 

 

［参考］ 

［総合第２７回］［総合第２９回］ 

 

 ＦＯＲＭＡＴコマンドを含めて以下のコマンドはＮＤ８０ＺⅢ（ＮＤ８０Ｚ３．５）、ＮＤ８０８０のシステムＲＯＭをキットに付属

のＲＯＭに交換して、ＺＢ３ＢＡＳＩＣを起動すると使えるようになります。 

 ＺＢ３ＢＡＳＩＣの起動はＮＤ８０Ｚモニタモードで［Ｉ／Ｏ］［８］と操作します。 

 

 このキットに付属のＳＤカードはＷｉｎｄｏｗｓのＦＡＴ１６フォーマット済みですから、そのまま使うことができます。 

 何かに使用済みのＳＤカードもＷｉｎｄｏｗｓでＦＡＴ１６フォーマットをすれば使うことができるようになります。 

 ただし独立型ではＺＢ３ＢＡＳＩＣを起動するとＳＤカードのログディレクトリにログファイルを作成します。 

 そのためＳＤカードは最初に新独立化システムのＦＯＲＭＡＴコマンドでフォーマットする必要があります。 

 ＦＯＲＭＡＴコマンドはＵＳＢ接続モードでＺＢ３ＢＡＳＩＣを起動したうえで、実行してください。 

 

 ＳＤカードＩＦボードにＳＤカードを装着した状態で 

 ＦＯＲＭＡＴ［Ｅｎｔｅｒ］ 

 と入力するとＳＤカードがＺＢ３ＤＯＳ（ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳ）で使用する形式でフォーマットされます。 

 またＬＯＧディレクトリが作成されます。 

 フォーマットには約２５秒かかります（ＮＤ８０Ｚ３．５、ＮＤ８０ＺⅢの場合）。 

 フォーマットによって全てのファイルが消去され、元に戻すことはできません。 

 

 今までの独立化システムで使っていたＳＤカードを新独立化システムでも引き続き使いたい場合には、ＬＯＧＭＫを実

行します（ＸＩ．ＬＯＧＭＫを参照してください）。 

 

 ＦＯＲＭＡＴコマンドによってフォーマットしたＳＤカードはＷｉｎｄｏｗｓパソコンで読み書きすることができますが、Ｗｉｎｄｏ

ｗｓパソコンに接続したときに下記のようなメッセージが表示されることがあります。 

 

 「リムーバルディスクをスキャンして修復しますか？ 

 このデバイスまたはディスク上のいくつかのファイルに問題がある可能性があります。（以下省略）」 

 

 このときは「スキャンしないで続行します」を選択してください。 

 推奨にしたがってスキャンするとＺＢ３ＤＯＳ（ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳ）では使えなくなってしまいます。 

 

２）ＤＩＲ 

 

［参考］ 

［総合第３４回］～［総合第３６回］ 

 

 ＤＩＲ［Ｅｎｔｅｒ］ 

 と入力するとＳＤカードのルートディレクトリにあるファイル名が表示され、このとき以後はルートディレクトリが選択さ

れた状態になります。 

 ＬＤ、ＳＶ、ＬＯＡＤ、ＳＡＶＥ、ＥＲＡＳＥ、ＲＥＮＡＭ、ＴＹＰＥ、／ＣＯＰＹ、／ＣＯＰＹＷの各コマンドはルートディレクトリにあ

るファイルに対して有効になります。 

 

［注記］稀になんらかの理由でＳＤカード自体が内部でﾊﾝｸﾞｱｯﾌ゜することが原因でＤＩＲコマンドの実行時にシステムが

フリーズしてしまうことがあります。 

 その場合の対処法については 「新マイコン独立化セット取扱説明書」Ⅵ．ＳＤカードアクセスでのハングアップについ

て を参照してください。 

 

３）ＤＩＲＺ 

 

［参考］ 

［総合第３８回］ 

 

 ＤＩＲＺ［Ｅｎｔｅｒ］ 

 と入力するとＳＤカードのＺディレクトリにあるファイル名が表示され、このとき以後はＺディレクトリが選択された状態

になります。 
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 ＬＤ、ＴＹＰＥ、／ＣＯＰＹ、／ＣＯＰＹＷの各コマンドはＺディレクトリにあるファイルに対して有効になります。ＬＤ、ＳＶ、Ｌ

ＯＡＤ、ＳＡＶＥ、ＥＲＡＳＥ、ＲＥＮＡＭ、ＴＹＰＥ、／ＣＯＰＹ、／ＣＯＰＹＷの各コマンドはＺディレクトリにあるファイルに対し

て有効になります。 

 

４）ＤＩＲＬ 

 

［参考］ 

［総合第１１４回］ 

 

ＤＩＲＬ［Ｅｎｔｅｒ］ 

 と入力するとＳＤカードのログディレクトリにあるファイル名が表示され、このとき以後はログディレクトリが選択された

状態になります。 

 ログディレクトリのファイルに対してはＬＤ、ＴＹＰＥ、／ＣＯＰＹ以外のコマンドは正しく働きません。 

 

５）ＬＤ 

 

 指定したファイル名のデータが指定したアドレスにロードされます。 

 本来はバイナリデータファイル、マシン語プログラムをロードするためのコマンドですがテキストファイルに対しても機

能します。 

 ＬＤ ファイル名，ａａａａ［Ｅｎｔｅｒ］ 

 と入力します。 

 ファイル名に拡張子がある場合には拡張子を省略することはできません。 

 ａａａａは１６進数４桁のＲＡＭアドレスを指定します。 

 ａａａａにシステムのワークエリア（通常Ｅ０００以後）を指定したり、データサイズが大きくてロードした結果システムの

ワークエリアが破壊されたりした場合にはシステムがハングアップするなどの異常が発生します。 

 aaaa に００００～７ＦＦＦの間のアドレスを指定すると裏のＲＡＭ領域にロードされます。 

  

［使用例］ 

 ＬＤ ＴＥＳＴ．ＢＩＮ，９１００ 

 

 ロードに失敗するとエラーコードが表示されます。 

 

６）ＳＶ 

 

 指定したアドレス範囲のデータが指定したファイル名でセーブされます。 

 拡張子に関係なく、バイナリファイルとしてセーブされます。 

  ＳＶ ファイル名，ａａａａ，ｅｅｅｅ［Ｅｎｔｅｒ］ 

 と入力します。 

 ａａａａはセーブ開始アドレスでｅｅｅｅはセーブ終了アドレスで、ともに１６進数４桁の数値を指定します。 

 システムのワークエリアを指定することも可能ですが間違いのもとですから避けたほうが無難です。 

 aaaa に００００～７ＦＦＦの間のアドレスを指定すると裏のＲＡＭ領域を含む領域のデータがセーブされます。 

  

［使用例］ 

 ＳＶ ＴＥＳＴ５．ＢＩＮ，８１００，８２５Ｆ 

 

 セーブに失敗するとエラーコードが表示されます。 

 

［注記］指定したファイル名がすでに存在するとエラーになります。 

 

７）ＬＯＡＤ 

 

 ＺＢ３ＢＡＳＩＣのテキストプログラムファイルをロードします。 

 ＬＯＡＤ ファイル名（，ａａａａ）［Ｅｎｔｅｒ］ 

 と入力します。 

 ファイル名に拡張子がある場合には拡張子を省略することはできません。 

 ａａａａは１６進数４桁のＲＡＭアドレスを指定します。 

 ａａａａを省略するとＢＡＳＩＣプログラムは８００４番地からロードさとれます。 

 ａａａａを指定するとＢＡＳＩＣプログラムがａａａａ番地からロードされます。 
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 ａａａａにシステムのワークエリア（通常Ｅ０００以後）を指定したり、データサイズが大きくてロードした結果システムの

ワークエリアが破壊されたりした場合にはシステムがハングアップするなどの異常が発生します。 

  

［使用例］ 

 ＬＯＡＤ ＴＥＳＴ．ＴＸＴ，９１００ 

 ロードに失敗するとエラーコードが表示されます（エラーコードについては後記）。 

 

［注意］  

 ＺＢ３ＢＡＳＩＣのテキストファイル以外のファイルに対してＬＯＡＤコマンドを実行すると、システムが暴走するなどの異

常が発生することがあります。 

 

８）ＳＡＶＥ 

 

 ＢＡＳＩＣプログラムが指定したファイル名でセーブされます。 

 拡張子に関係なく、テキストファイルとしてセーブされます。 

  ＳＡＶＥ ファイル名［Ｅｎｔｅｒ］ 

 と入力します。 

 

 ［使用例］ 

 ＳＡＶＥ ＴＥＳＴＰＲＯ．ＴＸＴ 

 

 セーブに失敗するとエラーコードが表示されます。 

 

［注記］指定したファイル名がすでに存在するとエラーになります。 

 

９）ＥＲＡＳＥ 

 

 指定したファイル名のファイルを削除します。 

 ファイル名に拡張子がある場合には拡張子を省略することはできません。 

 ワイルドカード（＊？）は使えません。 

 削除したファイルはもとには戻せません。 

 

１０）ＲＥＮＡＭ 

 

 ＲＥＮＡＭはファイル名の変更（ＲＥＮＡＭＥ）をするコマンドです。 

 本当はＲＥＮにしたいところなのですが、ＲＥＮはＢＡＳＩＣプログラムの行番号変更（ＲＥＮＵＭＢＥＲ）として使ってしまっ

ていますので、ＲＥＮＡＭにしました。 

 

書式は 

ＲＥＮＡＭ ＦＮ１，ＦＮ２ 

です。 

ＦＮ１は変更前のファイル名で、ＦＮ２は変更後のファイル名です。 

 

１１）ＣＬＯＳＥＬ 

 

 独立型システムで現在記録中のログファイルをクローズしたいときに実行します。 

 ＣＬＯＳＥＬを実行すると、現在記録中のログファイルがクローズされ、そのときの日時をファイル名とする新たなログフ

ァイルがオープンされます。 

 現在記録中のログファイルの内容をＴＹＰＥコマンドで表示させたいときに、ＴＹＰＥコマンドを実行する前に使います。 

 ＣＬＯＳＥコマンドを実行すると、ルートディレクトリがアクティブになります。 

 そのあとでログファイルに対してＴＹＰＥコマンドなどを使いたいときは、その前にＤＩＲＬを実行してログディレクトリをア

クティブにする必要があります。 

 

１２）／ＣＯＰＹ 

 

 現在アクティブになっているＳＤカードのディレクトリにあるファイルをＷｉｎｄｏｗｓのハードディスクにＣＯＰＹします。 

 このコマンドはＵＳＢ接続型システムでしか使えません。 

 ファイルの拡張子はあってもなくても構いません。 
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［使用例］ 

／ＣＯＰＹ ＴＥＳＴ．ＴＸＴ 

 

 存在しないファイル名を指定するとＥＲＲ：８０が表示されますが、中身の記録されていない空のログファイルなどを指

定した場合にもＥＲＲ：８０が表示されます。 

 

１３）／ＣＯＰＹＷ 

 

 上とは逆にＷｉｎｄｏｗｓのハードディスクにあるファイルを現在アクティブになっているＳＤカードのディレクトリにＣＯＰＹ

します。 

 このコマンドはＵＳＢ接続型システムでしか使えません。 

 ファイルの拡張子はあってもなくても構いません。 

 

［使用例］ 

／ＣＯＰＹＷ ＡＢＣ．ＸＸＸ 

 

１４）ＴＹＰＥ 

 

 現在アクティブになっているＳＤカードのディレクトリにあるテキストファイルを読み込んで画面に表示します。 

 テキストファイル以外のファイルに対してこのコマンドを使うと画面表示が乱れることがあります。 

 ファイルの中身がテキストファイルになっていれば拡張子がＴＸＴである必要はありません。 

 長いファイルの場合に表示がスクロールしてしまって読みたいところが画面から消えてしまうのを防ぐため、何かキー

を押している間だけ表示がスクロールします。 

 表示を打ち切りたいときは［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。 

 ファイルの最後まで表示されると、 

＊ＥＮＤ 

と表示して、ＺＢ３ＢＡＳＩＣに戻ります。 

 

［使用例］ 

／ＴＹＰＥ １１０９１２３４．ＬＯＧ 

 

 存在しないファイル名を指定するとＥＲＲ：８０が表示されますが、中身の記録されていない空のログファイルなどを指

定した場合にもＥＲＲ：８０が表示されます。 

 

１５）ＳＤカードアクセスに関係するエラーコード 

 

 エラーが発生するとＥＲＲ：に続いて２桁の数値が表示されます。 

 

８０ 指定したファイル名がみつからない（ＬＤ，ＬＯＡＤ，ＥＲＡＳＥ，ＴＹＰＥ，／ＣＯＰＹ） 

８１ データがない（０バイト）（ＬＤ，ＬＯＡＤ） 

８３ すでに存在するファイル名を指定した（ＳＶ，ＳＡＶＥ，ＲＥＮＡＭ） 

８４ ファイル名が半角英数８字＋拡張子３字のルールに合っていない 

８５ 書き込み中にエラーが発生した 

８６ アドレスが指定されていないかアドレスに誤りがある（ＬＤ，ＳＶ） 

８７ ＢＡＳＩＣのプログラムが存在しない（ＳＡＶＥ） 

９０ ＳＤカードが実装されていないかＳＤカードインターフェースボードが接続されていない 

９１ ＳＤカードが実装されていないかＳＤカードインターフェースボードが接続されていない 

９２ おそらく２ＧＢを越えるＳＤカード 

９３ コマンドエラー（なんらかの異常が発生した） 

 

Ⅲ．画面制御関係の命令、変数 

 

１）エスケープシーケンス 

 

 カラー表示のためのエスケープシーケンスが使えるようにしました。 

 ＺＢ３ＢＡＳＩＣのＰＲＩＮＴ文の中で使います。 

 ＺＢ３ＤＯＳ（ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳ）でも使うことができます。 
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 下記のものが使えます。 

 

ＥＳＣ［０ｍ 文字の修飾をデフォルトに設定する 

ＥＳＣ［３０ｍ 文字色を黒にする 

ＥＳＣ［３１ｍ 文字色を赤にする 

ＥＳＣ［３２ｍ 文字色を緑にする 

ＥＳＣ［３３ｍ 文字色を黄にする 

ＥＳＣ［３４ｍ 文字色を青にする 

ＥＳＣ［３５ｍ 文字色をマゼンタにする 

ＥＳＣ［３６ｍ 文字色をシアンにする 

ＥＳＣ［３７ｍ 文字色を白にする 

ＥＳＣ［４０ｍ 背景色を黒にする 

ＥＳＣ［４１ｍ 背景色を赤にする 

ＥＳＣ［４２ｍ 背景色を緑にする 

ＥＳＣ［４３ｍ 背景色を黄にする 

ＥＳＣ［４４ｍ 背景色を青にする 

ＥＳＣ［４５ｍ 背景色をマゼンタにする 

ＥＳＣ［４６ｍ 背景色をシアンにする 

ＥＳＣ［４７ｍ 背景色を白にする 

注）ＥＳＣはＥＳＣコード（１６進数の１Ｂ）です。 

 

［使用例］ 

10 A%=32 

20 PRINT CHR$($1B);"[";A%"m"; 

 

［参考］ 

「カラーキャラクタディスプレイインターフェース回路の製作」［第３回］ 

 

［エラーコード］ 

ＥＲＲ：７８ ＥＳＣの使い方に誤りがあります。  

 

２）ＬＯＣＡＴＥ Ｘ，Ｙ 

 

 カーソルの位置を指定します。 

 画面左上隅がＸ＝０，Ｙ＝０で右下隅がＸ＝７９、Ｙ＝２４です。 

 Ｘは０～７９、Ｙは０～２４の整数のほか整数型の変数、計算式も書くことができます。 

 

［参考］ 

［総合第１２３回］ 

 

３）ＰＯＳ 

 

 カーソルがある水平方向の桁位置が入ります。 

 整数型の関数です。 

 値は０～７９の間の整数値です。 

 左端が０、右端が７９です。 

 

［参考］ 

［総合第１２３回］ 

 

４）ＣＳＲＬＩＮ 

 

 カーソルがある行位置が入ります。 

 整数型の関数です。 

 値は０～２４の間の整数値です。 

 一番上の行が０、最下行が２４です。 

 

［参考］ 
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［総合第１２３回］ 

 

５）ＴＡＢ（Ｎ） 

 

 ＰＲＩＮＴ文の中だけで使える特殊関数です。 

 そのＰＲＩＮＴ文で画面に文字を出力するときに行の左端を０桁としてカーソルをＮ桁に移動します。 

 Ｎは０～２５５の範囲の整数で、その範囲の値をもつ整数型の変数や式も使えます。 

 ＰＲＩＮＴ文の実行途中にＴＡＢ（Ｎ）があって、そのときまでにすでに表示された文字によってカーソルの位置がＮよりも

右になっていたときには、ＴＡＢ（Ｎ）によってカーソルが戻ることはありません。 

 Ｎの値がそのときのカーソル位置よりも左にある（値が小さい）ときは、カーソルが１行下のＮ桁に移動します。 

 またＮが７９よりも大きいときは下の行が８０～１５９、さらに下の行が１６０～２３９、そのさらに下の行が２４０～２５５と

数えた位置にカーソルが移動します。 

 

［参考］ 

［総合第１２３回］ 

 

６）ＣＯＬＯＲ Ｆ，Ｂ 

 

 Ｆはフロントカラー（文字の色）を指定する整数、整数型変数、整数型の式で、有効な値は０～１５（００～０Ｆ）です。 

 それ以上の値を指定してもその値を１６進数で表記したときの下位４ビットのみが有効になります。 

 そのときのビット３はキャラクタコードの選択ビットとして使います（［総合第１０９回］参照）。 

 Ｂはバックグランドカラー（背景色）を指定する整数、整数型変数、整数型の式で、有効な値は０～１５（００～０Ｆ）です。 

 それ以上の値を指定してもその値を１６進数で表記したときの下位４ビットのみが有効になります。 

 そのときのビット３はキャラクタコードの選択ビットとして使います（［総合第１０９回］参照）。 

 数値と色の関係は次の通りです。 

 

０ 黒（ブランク） 

１ 赤 

２ 緑 

３ 黄 

４ 青 

５ マゼンタ 

６ シアン 

７ 白 

 

［参考］ 

［総合第１２４回］ 

 

７）ＣＬＳ 

 

 ＣＬＳは画面をクリアする命令です。 

 従来はただ画面を消去してカーソルを左上に移動するだけでしたが、今回はＣＯＬＯＲ命令に連動するように機能追

加を行ないました。 

 ＣＬＳ実行の前に実行されたＣＯＬＯＲ命令で指定した背景色で画面を塗りつぶします。 

 

［参考］ 

［総合第１２４回］ 

 

 

 

Ⅳ．リアルタイムクロック関係の変数 

 

１）ＤＡＴＥ＄ 

 

 リアルタイムクロック（ＲＴＣ）に年月日を設定するときや、ＲＴＣから現在の年月日を読み出すときに使う文字型のシス

テム変数です。 

 ダイレクトモードで直接実行するほか、行番号をつけてＢＡＳＩＣプログラムの中で使うこともできます。 
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 ＤＡＴＥ＄に年月日を設定するときは下の使用例のように” ”ではさんで西暦年の下２桁／月２桁／日２桁という書式

で指定します。 

 

［使用例］ 

ＤＡＴＥ＄＝”１７／１１／０８”    １７年１１月８日をＲＴＣに設定する 

ＰＲＩＮＴ ＤＡＴＥ＄ 

ＨＩＺＵＫ＄＝ＤＡＴＥ＄ 

 

２）ＴＩＭＥ＄ 

 

 リアルタイムクロック（ＲＴＣ）に時分秒を設定するときや、ＲＴＣから現在の時分秒を読み出すときに使う文字型のシス

テム変数です。 

 ＴＩＭＥ＄はダイレクトモードで直接実行するほか、行番号をつけてＢＡＳＩＣプログラムの中で使うこともできます。 

 ＴＩＭＥ＄に時分秒を設定するときは下の使用例のように” ”ではさんで時間２桁／分２桁／秒２桁という書式で指定

します。 

 

［使用例］ 

ＴＩＭＥ＄＝”１３：０６：２０”    １３時６分２０秒をＲＴＣに設定する 

ＰＲＩＮＴ ＴＩＭＥ＄ 

ＪＩＫＯＫ＄＝ＴＩＭＥ＄ 

 

３）ＲＴＣのエラーコード 

 

ＥＲＲ：５４ ＲＴＣにアクセスできません（ＤＳ１３０７が実装されていないか、回路に問題があります）。 

 

Ⅴ．画面表示の高速化について 

 

 ＬＯＧ機能とカラー表示機能を追加したために、画面の表示速度が従来よりもうんと遅くなってしまいました。 

 表示速度が低下した主な原因はカラー表示機能によるものです。 

 しかしカラー表示を行なわない普通のモノクロ画面の表示に対しても画面の表示速度が低下してしまうのは不合理で

す。 

 そこでカラー表示を行なう場合と行なわない場合とで表示モードを使い分けるようにしました（［総合第１３９回］参照）。 

 ＣＯＬＯＲコマンドなどで文字色、背景色を設定した場合には色の表示は正しく行なわれますが、画面の表示速度は

遅くなります。 

 ＣＯＬＯＲ ７，０ 

 を実行して文字を白、背景を黒に指定すると、それ以後画面表示が高速で行なわれるようになります。 

 画面の色表示そのものは禁止しませんが色表示のスクロールは行なわれません。 

 また文字位置の色コードも正しく更新されないため、正常な色表示が行なわれません。 

 画面の色表示が残っている状態で上記の操作を行なったときは、以下のようにして色表示をクリアするようにします。 

＞ＣＯＬＯＲ ７，０［Ｅｎｔｅｒ］ 

＞ＣＬＳ［Ｅｎｔｅｒ］ 

 

 独立型のＺＢ３ＢＡＳＩＣを起動した直後は文字色が白、背景色が黒のモノクロ画面表示モード（高速表示モード）にな

ります。  

 

Ⅵ．バンクメモリに対するコマンド 

 

 以下のコマンドはＺＢ３ＤＯＳ、Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳに付属する拡張機能でしたが、２７Ｃ２５６ＷＲＩＴＥＲプログラムがロードさ

れることで、ＺＢ３ＢＡＳＩＣが起動するとすぐに使えるようになりました。 

 ＺＢ３Ｕ６．ＥＸＥと同じフォルダにＮＤＷＲ２Ｈ．ＢＩＮがないと使えません。 

 ＮＤ８０８０の場合にはＮ８ＺＢ３Ｕ６．ＥＸＥと同じフォルダにＭ８０ＷＲ２Ｈ３．ＢＩＮがないと使えません。 

 以下のコマンドはＵＳＢ接続型で機能します。 

 独立型では使用できません（システムが異常動作をします）。 

「新マイコン独立化セット取扱説明書」Ⅲ．ＵＳＢ接続型システムの起動を参照してください。 

 

１）／ＣＳ 

 ／ＣＳコマンドはパラメータなしで使います。 

 ／ＣＳコマンドは「裏ＲＡＭ」の００００～７ＦＦＦのチェックサムを計算して表示します。 
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２）ＤＭ＠ 

 ＤＭコマンドはＺＢ３ＢＡＳＩＣにある機能ですが、その機能を拡張しました。 

 「２７Ｃ２５６ＷＲＩＴＥＲ組立キット」［第１９回］も参照してください。 

 ＺＢ３ＢＡＳＩＣのもとではアドレス００００～７ＦＦＦはＮＤ８０ＺⅢ（ＮＤ８０Ｚ３．５）モニタＲＯＭが選択されていて、そのアド

レスに増設されたＲＡＭには通常はアクセスすることはできません。 

 ＤＭ＠コマンドを使うと、裏に置かれているＲＡＭの内容を表示させることができます。 

 

ＤＭ＠００００，００ＦＦ［Ｅｎｔｅｒ］ 

 

のように入力します。 

 ＲＡＭの内容が表示されたあとは、００００～７ＦＦＦはもと通りモニタＲＯＭが選択されます。 

ＤＭ＠コマンドの用法はＤＭコマンドと同じです。 

「ＺＢ３ＢＡＳＩＣ操作説明書１０章」を参照してください。 

 

３）ＣＭ＠ 

 ＤＭ＠コマンドと同様の機能です。 

 ＣＭ＠コマンドを使うと、裏に置かれているＲＡＭの内容を書き換えることができます。 

 

ＣＭ＠１０００［Ｅｎｔｅｒ］ 

  

のように入力します。 

 ＣＭ＠コマンドを終了したあとは、００００～７ＦＦＦはもと通りモニタＲＯＭが選択されます。 

 ＣＭ＠コマンドの用法はＣＭコマンドと同じです。 

「ＺＢ３ＢＡＳＩＣ操作説明書１０章」を参照してください。 

 

４）ＪＰ＠ 

 ＪＰコマンドはマシン語プログラムに直接ジャンプするためのコマンドです。 

 

ＪＰ ８１００［Ｅｎｔｅｒ］ 

 

と入力すると８１００番地から始まるマシン語プログラムにジャンプします。 

 従来の機能では 

 

ＪＰ １０３３［Ｅｎｔｅｒ］ 

 

のように００００～７ＦＦＦの範囲を指定するとＲＯＭ内のプログラムにジャンプしますが、そのアドレスにＲＡＭを選択して

いてもＲＡＭ内のアドレスにはジャンプできませんでした。 

 そのような場合に、 

 

ＪＰ＠０１００［Ｅｎｔｅｒ］ 

 

のように＠をつけて入力すると、００００～７ＦＦＦのアドレスにＲＡＭを選択して、そこに書かれたマシン語プログラムに

ジャンプできます。 

 

Ⅶ．バンクメモリの切換え 

 

 バンクメモリは当初ＺＢ３ＤＯＳ（ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳ）のために用意された機能です。 

 ＮＤ８０Ｚ３．５（ＮＤ８０ＺⅢ）、ＮＤ８０８０のシステムＲＯＭはアドレス００００－７ＦＦＦに置かれています。 

 その同じアドレスにＲＡＭを置いてシステムＲＯＭの変わりに裏に置いたＲＡＭを選択することで、６４ＫＢ全部をフルＲ

ＡＭ構成にしてＺＢ３ＤＯＳ（ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳ）を実行するための機能です。 

 新独立化システムはそれをさらに機能拡張して、同じ００００～７ＦＦＦにさらにＲＯＭとＲＡＭを置くことを可能にしまし

た（そのためにはＲＯＭ／ＲＡＭ／ＲＴＣ回路が必要です）。 

 バンクメモリの切換えはＩ／Ｏアドレス９Ｃに値を出力することで行なわれます。 

 出力する値のビット３が０のときＲＯＭが、１のときＲＡＭが選択されます。 

 上位４ビットに００００から１１１１を与えることでＲＡＭ、ＲＯＭともにそれぞれ３２ＫＢ×１６バンクを切り換えることがで

きます。 
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 具体的には、ＲＯＭ／ＲＡＭ／ＲＴＣボードに６２８１２８を実装した場合、Ｉ／Ｏアドレス９ＣにＦＦ、ＦＥ、ＦＤ、ＦＣを出力

することで、３２ＫＢ×４バンクを選択することができます。 

 また２７Ｃ５１２ＲＯＭを実装した場合、Ｉ／Ｏアドレス９Ｃに００、１０を出力することで、３２ＫＢ×２バンクを選択すること

ができます。 

 

Ⅷ．ＺＢ３ＤＯＳ（ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳ） 

 

 新独立化システムではＺＢ３ＤＯＳ（ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳ）は独立型でしか実行できません。 

 ＵＳＢ接続でＺＢ３ＤＯＳ（ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳ）を実行するためには、従来と同じＺＢ３ＤＯＳ．ＥＸＥで起動する必要があ

ります。 

ＺＢ３Ｕ６．ＥＸＥ、Ｎ８ＺＢ３Ｕ６．ＥＸＥにはＺＢ３ＤＯＳのための機能はありません。 

 ＵＳＢ接続した状態でＺＢ３ＤＯＳ．ＥＸＥまたはＮ８ＺＢ３ＤＯＳ．ＥＸＥを実行してＺＢ３ＤＯＳを起動させることは従来どお

りできますが、その場合にはＲＯＭ／ＲＡＭ／ＲＴＣボードやＳＤカードの機能を使うことはできません。 

 新独立化システムでＺＢ３ＤＯＳ（ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳ）を独立型で実行するためにはＲＯＭ／ＲＡＭ／ＲＴＣボードの８Ｐ

ディップスイッチ（ＶＧＡ／ＭＥＭボードの場合にはＤＳ４）の設定を２７Ｃ２５６用にする必要があります。 

 ＶＧＡ／ＭＥＭボード組立説明書［２２］ディップスイッチの設定またはＲＯＭ／ＲＡＭ／ＲＴＣボード組立説明書［１４］デ

ィップスイッチの設定を参照してください。 

 

 ＮＤ８０Ｚ３．５（ＮＤ８０ＺⅢ）では、独立型でのＺＢ３ＤＯＳの実行は従来の「マイコン独立化セット」でのＳＤカードのまま

で実行することができます。 

 新しいＳＤカードで独立型のＺＢ３ＤＯＳ（ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳ）を使いたい場合には、付属ＺＢ３ＤＯＳＣＤＲＯＭのＺＢ３Ｄ

ＯＳフォルダにある 

 

ＳＺＢＤＯＳ２Ｇ．ＢＩＮ 

ＳＺＢＤＳ２Ｃ．ＢＩＮ 

ＳＺＣＣＰ１Ｆ．ＢＩＮ 

ＳＺＣＯＰＹ１Ａ．ＢＩＮ 

ＳＺＩＮＩＴ１Ｄ．ＢＩＮ 

 

をＳＤカードのルートディレクトリにＣＯＰＹしてください。 

 

ＮＤ８０８０用独立型ＺＢ３ＤＯＳはＲＯＭのエントリアドレスを一部変更したため、従来の「マイコン独立化セット」で使用

していたＳＤカードの内容のままでは起動できません。 

 従来のＳＤカードに置いたＳＭＢＤＳ２Ｆ．ＢＩＮの代わりに付属ＺＢ３ＤＯＳＣＤＲＯＭのＮ８ＺＢ３ＤＯＳフォルダにある 

ＳＭＢＤＳ２Ｇ．ＢＩＮ 

のみをＳＤカードのルートディレクトリにＣＯＰＹしてください。 

 ＳＭＢＤＳ２Ｆ．ＢＩＮを削除する必要はありません。 

 新しいＳＤカードで独立型のＺＢ３ＤＯＳ（ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳ）を使いたい場合には、付属ＣＤＲＯＭのＮ８ＺＢ３ＤＯＳフ

ォルダにある 

 

ＳＭＢＤＯＳ２Ｆ．ＢＩＮ 

ＳＭＢＤＳ２Ｇ．ＢＩＮ 

ＳＭＣＣＰ１Ｃ．ＢＩＮ 

ＳＭＣＯＰＹ１Ａ．ＢＩＮ 

ＳＭＩＮＩＴ１Ｂ．ＢＩＮ 

 

をＳＤカードのルートディレクトリにＣＯＰＹしてください。 

 

Ⅸ．ＺＢ３ＤＯＳ（ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳ）の起動 

 

 独立型システムでＺＢ３ＢＡＳＩＣを起動します。 

 Ⅷ．で準備をしたＳＤカードをＳＤカードソケットに装着します（または電源投入前に装着しておきます）。 

 ＺＢ３ＤＯＳ（ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳ）の起動コマンドはＣＰＭです。 

 

ＣＰＭ［Ｅｎｔｅｒ］ 

と入力すると、独立型ＺＢ３ＤＯＳ（ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳ）が起動します。 
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 独立型ＺＢ３ＤＯＳ（ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳ）の機能は従来のＵＳＢ接続型と基本的には同じですが、キーボード入力、画

面表示に関わる機能については相違しているところがあります。 

 バッチ機能、エスケープシーケンスは独立型ＺＢ３ＤＯＳ（ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳ）では使えません。 

 

Ⅹ．ＶＦＣＬＲとＶＦＭＡＫＥ 

 

 ＶＦＣＬＲとＶＦＭＡＫＥについては当社ホームページ記事「ＣＲＴ／ＶＧＡＩＦ＋ＫＥＹＩＦ＋ＳＤＣＡＲＤＩＦの製作」［総合第７

３回］［総合第８８回］［総合第８９回］を参照してください。 

 最新版のＶＦＣＬＲ１Ｃ．ＢＩＮとＶＦＭＡＫＥＢ．ＢＩＮが付属ＣＤＲＯＭのＺＢ３ＤＯＳフォルダ、Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳフォルダにあ

ります。 

 必要に応じてＣ：ドライブのＮＤ８０Ｚ３フォルダ、ＮＤ８０８０フォルダにコピーしてください。 

 コピー後にファイル名をＶＦＣＬＲ．ＢＩＮ、ＶＦＭＡＫＥ．ＢＩＮに変更したほうが使い易いかもしれません。 

 

ⅩⅠ．ＬＯＧＭＫ 

 

 ＬＯＧＭＫについては当社ホームページ記事「ＣＲＴ／ＶＧＡＩＦ＋ＫＥＹＩＦ＋ＳＤＣＡＲＤＩＦの製作」［総合第１３４回］を参

照してください。 

 最新版のＬＯＧＭＫ１Ｂ．ＢＩＮが付属ＣＤＲＯＭのＮＤ８０Ｚ３フォルダにあります。 

 必要に応じてＣ：ドライブのＮＤ８０Ｚ３フォルダにコピーしてください。 

 作業時間がなくてＮＤ８０８０用を作成することができませんでした。 

 ＬＯＧＭＫはＮＤ８０Ｚ３のＵＳＢ接続型システムで実行してください。 

 

ⅩⅡ．［Ｄｅｌｅｔｅ］キーと［ＢＳ］キーの違い 

 

 従来は［Ｄｅｌｅｔｅ］と［ＢＳ］は同じ動作でした。 

 新独立化システムでは［ＢＳ］は従来通りです（現在のカーソルポイントの左１文字を消去してカーソルが左に１文字

移動します）が、［Ｄｅｌｅｔｅ］は現在のカーソルポイントにある１文字を消去してその右側の文字全体を左に１文字移動し

ます。 

 ［総合第１２２回］を参照してください。 

 

 ログに記録されるときに［ＢＳ］は／に置き換えられます。 

 ［Ｄｅｌｅｔｅ］は記録されません。 

  


